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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月18日(2017.5.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　誘導通信の方法であって、
　水晶発振器を使用して低電力発振器（ＬＰＯ）を較正することと、
　近距離場通信（ＮＦＣ）アンテナに関連する周波数振動を、前記ＮＦＣアンテナに接続
され、較正された前記ＬＰＯを使用してモニタすることと、
　基準周波数値からの周波数振動が、周波数偏差閾値よりも大きいことを決定することと
、
　ＮＦＣチップが前記決定に応じてＮＦＣポーリング手順を実行すること、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記較正は、周期的に実行される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記較正は、前記水晶発振器を使用するサブシステムが駆動される時、実行される、請
求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記較正は、整数のウェークアップ周期につき１度実行され、ここで、前記整数は、１
より大きい、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記モニタすることは、連続して実行される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　発生回数は、持続時間に渡って平均化される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記基準周波数は、１つ以上の以前に決定された値に基づいて、適応的に決定される、
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　誘導通信のための装置であって、
　水晶発振器を使用して低電力発振器（ＬＰＯ）を較正するための手段と、
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　近距離場通信（ＮＦＣ）アンテナに関連する周波数振動を、前記ＮＦＣアンテナに接続
され、較正された前記ＬＰＯを使用してモニタするための手段と、
　基準周波数値からの周波数振動が、周波数偏差閾値よりも大きいことを決定するための
手段と、
　前記決定に応じてＮＦＣポーリング手順を実行するための手段と、
　を備える、装置。
【請求項９】
　前記較正は、周期的に実行される、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記較正は、前記水晶発振器を使用するサブシステムが駆動される時、実行される、請
求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記較正は、整数のウェークアップ周期につき１度実行され、ここで、前記整数は、１
より大きい、請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　前記モニタすることは、連続して実行される、請求項８に記載の装置。
【請求項１３】
　発生回数は、持続時間に渡って平均化される、請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　前記基準周波数は、１つ以上の以前に決定された値に基づいて、適応的に決定される、
請求項８に記載の装置。
【請求項１５】
　コンピュータ上で実行されたとき、請求項１から請求項７のうちの一項に記載の方法を
実行するための命令を備える、コンピュータプログラム。
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